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健脚を競う邇
「さむ～いっ」「う～、さむさむ」と

いう声の中、第３回睦沢ゆうあいマラソ
ンが１月19日（日）に行われました。
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第
１
位
は
、
放
火

平
成
11
年
〜
14
年
８
月
ま
で
町
内

で
起
き
た
火
災
約
１
１
０
件
の
内
、

な
ん
と
、
72
％
が
放
火
（
疑
い
、
不

審
火
含
む
）
に
よ
る
も
の
で
す
。
本

年
度
も
す
で
に
、
７
件
（
１
月
末
現

在
）
の
放
火
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

過
去
４
年
間
の
統
計
に
よ
る
と
放
火

の
最
も
多
い
場
所
が
枯
れ
草
の
あ
る

空
き
地
や
林
野
等
で
す
。

ま
た
、
枯
れ
草
の
時
期
を
過
ぎ
る

と
、
大
切
な
文
化
財
で
あ
る
神
社
、

空
家
な
ど
に
放
火
の
対
象
が
移
っ
て

い
く
こ
と
が
睦
沢
町
で
の
放
火
の
現

状
で
す
。

少
し
で
も
放
火
の
手
口
を
知
り
、

み
ん
な
で
放
火
を
一
刻
も
早
く
追
放

で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

『
放
火
の
手
口
』

放
火
の
手
口
と
し
て
は
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
等
に
可
燃
性
の
液
体
を
入
れ

た
装
置
を
現
場
に
残
し
、
時
間
差
で

発
火
さ
せ
る
も
の
で
す
。
可
燃
性
の

液
体
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
爆
発

な
ど
、
人
体
へ
障
害
を
負
わ
せ
る
大

き
な
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
作
動
し

て
い
る
装
置
へ
近
づ
く
の
は
、
大
変

危
険
で
す
。

ま
た
、
犯
人
は
狙
っ
た
場
所
に
火

が
つ
く
ま
で
執
拗
に
狙
う
傾
向
が
あ

る
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、
放
火
さ

れ
や
す
い
場
所
、
例
え
ば
枯
れ
草
の

あ
る
所
や
空
家
な
ど
に
は
、
不
発
し

た
自
動
発
火
装
置
が
残
っ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
爆
発
の
可
能
性
が

あ
り
、
非
常
に
危
険
で
す
。
不
発
し

た
発
火
装
置
を
発
見
し
た
場
合
は
、

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

『
放
火
現
場
』

放
火
犯
は
、
逃
走
を
考
え
て
か
、

睦
沢
町
と
他
市
町
と
の
境
付
近
に
放

火
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
次
の
箇

所
が
、
過
去
に
連
続
し
て
放
火
に
あ

っ
て
い
ま
す
。

大
上
県
道
夷
隅
・
瑞
沢
線
（
夷
隅

町
境
）、
佐
貫
上
沢
（
長
南
町
境
）、

下
之
郷
寿
久
茂
橋
付
近
（
長
南
町

境
）、
北
山
田
・
寺
崎
両
村
新
田

（
茂
原
市
境
）、
岩
井
茂
原
・
夷
隅
線

（
岬
町
境
）

各
通
報
先

【
火
災
現
場
（
発
火
装
置
作
動
現
場

を
含
む
）
を
目
撃
し
た
場
合
】

広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部

蕁
24
│
０
１
１
９

【
不
審
者
・
不
審
車
両
・
不
発
し
た

発
火
装
置
を
発
見
し
た
場
合
】

一
宮
幹
部
交
番

蕁
１
１
０
番

ま
た
は
、
蕁
42
│
２
１
２
１

役
場
総
務
課

蕁
44
│
２
５
０
０

不明 
22％ 放火 

37％ 

放火の疑い 
35％ 

不始末5％ 

出火原因

睦
沢
町
で
は
、
近
年
、
放
火
や
不
審
火
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
放
火
を
防
ぐ
に
は
、
草
の
刈
り
取
り
や

地
域
の
空
家
を
巡
回
す
る
な
ど
の
対
策
が
有
効
で
す
。
み
ん
な
で
早
く
放
火
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

平成11年
～14年の統計による。

〈
消
防
第
５
支
団
長
　
吉
野
　
寛
さ
ん
〉

日
頃
か
ら
消
防
団
活
動
に
対
し
、

ご
理
解
ご
協
力
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

数
年
前
よ
り
放
火
に
よ
る
火
災
が

多
く
発
生
し
て
お
り
ま
す
が
、
消
防

団
で
は
夜
警
を
各
部
ご
と
に
行
っ
て

お
り
、
ま
た
、
草
刈
等
も
実
施
し
て

い
る
部
も
有
り
ま
す
。
第
５
支
団
の

訓
練
も
今
年
度
は
林
野
火
災
発
生
や

水
利
の
な
い
場
所
で
の
消
火
活
動
訓

練
を
消
防
署
職
員
の
御
指
導
を
い
た

だ
き
中
継
訓
練
を
秋
季
に
実
施
致
し

ま
し
た
。
ま
た
、
団
員
個
々
に
お
い

て
は
発
火
装
置
の
発
見
（
こ
れ
は
買

い
物
等
で
商
品
を
入
れ
る
白
い
ポ
リ

袋
の
中
へ
入
っ
て
い
ま
す
の
で
注
意

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
）
や
不
審
者
・
不
審
な
車
両
等
に

注
意
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
へ
入

っ
て
か
ら
も
数
件
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
早
期
の
解
決
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
か
ら
も
消
防
施
設
及
び
設
備

等
の
点
検
補
修
し
、
い
つ
発
生
す
る

か
解
ら
ぬ
災
害
へ
備
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
一
層
の

御
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
佐
貫
分
遣
所
長
　
鶴
岡
　
人
さ
ん
〉

平
成
９
年
か
ら
睦
沢
町
で
は
、
放

火
に
よ
る
火
災
が
継
続
的
に
発
生

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
冬
季
は
放
火
に
よ
る
枯
れ

草
の
火
災
が
多
発
し
、
火
災
現
場
か

ら
は
、
可
燃
性
の
液
体
入
り
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
等
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て
、佐
貫
分
遣
所
で
は
、

放
火
予
防
看
板
の
設
置
や
南
消
防
署

と
協
力
し
て
、
警
戒
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
更
に
関
係
機
関
と
緊
密

な
連
携
を
取
り
、
対
応
し
て
い
き
ま

す
。ま

た
、春
の
火
災
予
防
運
動
で
は
、

防
火
広
報
の
実
施
・
放
火
火
災
対
策

の
推
進
な
ど
を
行
い
ま
す
。

『
放
火
さ
れ
な
い

環
境
づ
く
り
と
し
て
』

・
建
物
の
敷
地
出
入
り
口
・
暗
が

り
な
ど
は
、施
錠
・
照
明
を
設
置
し
、

建
物
の
周
囲
に
は
、
燃
え
や
す
い
物

を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
参
考
と
し
て
﹈
放
火
対
策
機
器
の

設
置
も
有
効
で
す
。

・
空
き
地
、
特
に
道
路
付
近
な
ど
の

枯
れ
草
は
、
放
火
の
標
的
に
な
り
や

す
い
た
め
、
枯
れ
草
は
刈
り
ま
し
ょ

う
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
開
始
３
月
１
日
贖
〜
７
日
贔

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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―『睦沢町民の戦争体験』から（41）―

東
京
の
空
に
Ｂ
29
が

（
伊
　
原
　
富
　
江
・
河
須
ヶ
谷
）

江
戸
時
代
、
人
々
が
家
の
中
で
使

っ
て
い
た
灯
り
は
「
行
灯

あ
ん
ど
ん

」
で
し
た
。

障
子
紙
で
覆
っ
た
枠
の
中
で
柔
ら
か

い
灯
り
が
揺
れ
る
行
灯
は
時
代
劇
に

も
よ
く
登
場
し
ま
す
。
行
灯
の
灯
り

は
、
中
の
小
皿
に
油
を
入
れ
、
灯
心

に
火
を
と
も
し
ま
す
。
行
灯
に
使
っ

て
い
た
油
は
植
物
性
の
油
か
ら
、
鯨

油
な
ど
の
魚
油
ま
で
様
々
で
し
た
。

行
灯
の
油
は
灯
り
と
と
も
に
燃
え
尽

き
て
な
く
な
り
、
捨
て
ら
れ
て
川
や

海
を
汚
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
道
具
を
修
理
し
た
り
再
生

し
た
り
す
る
専
門
業
者
が
数
多
く
存

在
し
ま
し
た
。

例
え
ば
穴
の
あ
い
た
鍋
や
釜
を
修

理
す
る
「
鋳
掛

い

か

け
」、
割
れ
た
瀬
戸

物
を
修
理
す
る
「
瀬
戸
物
の
焼
き
つ

ぎ
」、
す
り
減
っ
た
下
駄
の
歯
を
新

品
と
交
換
す
る
「
下
駄
の
歯
入
れ
」、

桶
や
樽
の
た
が
を
は
め
替
え
る
「
た

が
屋
」
な
ど
。
数
え
上
げ
れ
ば
き
り

が
な
い
ほ
ど
、
一
つ
一
つ
の
生
活
道

具
に
専
門
業
者
が
い
た
の
で
、
人
々

は
壊
れ
た
り
、
古
く
な
っ
た
り
し
た

も
の
を
修
理
・
再
生
し
て
長
く
使
う

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

ご
み
に
も
専
門
の
業
者
が
い
て
古

紙
や
紙
く
ず
を
買
い
集
め
る
「
紙
く

ず
買
い
」「
傘
の
古
骨
買
い
」「
古
樽

買
い
」「
灰
買
い
」
な
ど
、
家
々
を

回
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
不
要
品
を
買
い

取
る
業
者
か
ら
、
ご
み
捨
て
場
で
木

片
や
ボ
ロ
布
、
鉄
く
ず
な
ど
を
集
め

て
生
計
を
立
て
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
再
生
業
者

に
売
ら
れ
て
、
再
利
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

江
戸
時
代
に
見
る
循
環
型
社
会
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
代

社
会
で
も
見
習
い
た
い
も
の
で
す
。

シリーズ

私
は
昭
和
５
年
１
月
生
ま
れ
。

子
ど
も
の
こ
ろ
は
戦
争
の
時
代

で
、
幸
せ
な
思
い
出
は
少
な
か
っ

た
。
作
っ
た
米
は
供
出
で
取
ら
れ

て
農
家
で
も
米
は
な
く
、
麦
飯
や

芋
飯
、
雑
炊
と
か
お
粥
で
毎
日
の

命
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
よ
く
病
気

に
な
ら
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

一
億
一
丸
、
お
国
の
た
め
と
の
精

神
力
で
生
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

母
は
私
が
13
歳
の
昭
和
17
年
に
亡

く
な
り
、
そ
の
後
は
私
が
家
の
事

を
し
ま
し
た
。
母
の
着
物
を
縫
い

な
お
し
て
、私
と
妹
で
着
ま
し
た
。

若
い
男
性
は
皆
兵
隊
に
行
き
、

残
さ
れ
た
の
は
老
人
と
女
、
子
ど

も
だ
け
で
し
た
。
私
の
父
も
、
当

時
住
ん
で
い
た
長
南
町
芝
原
か
ら

た
人
た
ち
は
死
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
世
話
に
な
っ
て
い
た
洋
裁
店

の
奥
さ
ん
と
学
童
疎
開
に
行
か
な

か
っ
た
一
番
下
の
子
ど
も
さ
ん

は
、
菊
川
橋
の
下
に
紐
で
つ
な
が

っ
て
浮
か
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

私
も
そ
の
場
に
い
た
ら
、
今
日
の

命
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
あ
の

と
き
神
様
が
「
も
っ
と
生
き
ろ
」

と
私
に
さ
さ
や
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
あ
の
時
代
の
こ
と
を
胸

に
し
ま
っ
て
、
穏
や
か
に
過
ご
し

た
い
と
思
い
ま
す
。（
本
人
手
記
。

編
集
・
久
野
一
郎
）

詳
細
は
『
睦
沢
町
民
の
戦
争

体
験
第
１
集
』
21
頁
以
下
参
照
。

戦
争
の
歴
史
の
事
実
を
事
実
と

し
て
記
録
す
る
た
め
、
戦
争
体

験
手
記
を
募
集
し
、
聞
き
取
り

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
協
力
い

た
だ
け
る
方
は
資
料
館
（
蕁
44
―

０
２
９
０
）
に
ご
連
絡
を
。
戦

争
で
使
用
し
た
物
品
、
戦
死
者

の
遺
品
や
手
記
・
手
紙
・
写
真

な
ど
、
戦
争
関
係
資
料
の
寄
贈

も
歓
迎
し
ま
す
。

岩
井
ま
で
毎
日
防
空
壕
掘
り
に
借

り
出
さ
れ
ま
し
た
。
内
地
を
守
る

た
め
に
北
海
道
か
ら
兵
隊
さ
ん
が

来
て
、
お
寺
に
住
み
こ
ん
だ
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
私
の
家
に
も
、

毎
日
風
呂
に
入
り
に
来
ま
し
た
。

私
の
兄
も
支
那
方
面
に
行
っ
て
い

た
の
で
兵
隊
さ
ん
に
親
近
感
が
あ

り
、
兵
隊
さ
ん
が
来
る
と
ス
イ
ト

ン
を
作
っ
た
り
、
さ
つ
ま
芋
を
ふ

か
し
た
り
家
に
あ
る
も
の
で
ご
馳

走
し
ま
し
た
。

私
が
学
校
を
卒
業
し
て
15
〜
16

歳
の
こ
ろ
、
東
京
で
暮
ら
し
ま
し

た
。
そ
の
こ
ろ
に
だ
ん
だ
ん
戦
争

が
激
し
く
な
り
、
東
京
の
空
に
Ｂ

29
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
サ
イ
レ
ン
ト
と
も
に
防
空
壕

に
逃
げ
込
ん
だ
こ
と
が
幾
度
か
あ

り
ま
す
。
真
っ
暗
な
夜
空
か
ら
焼

夷
弾
が
雨
の
よ
う
に
降
っ
て
き

て
、
そ
の
光
景
が
今
も
頭
に
こ
び

り
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
戦
時

中
一
番
恐
ろ
し
か
っ
た
こ
と
で
、

恐
く
な
っ
て
家
に
逃
げ
帰
り
ま
し

た
。
そ
の
一
週
間
後
の
３
月
10
日

未
明
の
東
京
大
空
襲
で
、
私
の
い

た
元
本
所
区
堅
川
町
三
丁
目
18
番

地
も
丸
焼
け
に
な
り
、
そ
こ
に
い

江戸時代に見る
リサイクルの達人
江戸時代に見る
リサイクルの達人
江戸時代に見る
リサイクルの達人
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第
３
回
睦
沢
ゆ
う
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

（
睦
沢
町
・
睦
沢
町
青
少
年
相
談
員
連
絡

協
議
会
主
催
）
が
19
日
、
睦
沢
町
総
合

運
動
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
に
小
学
生
・

一
般
等
22
部
門
に
分
か
れ
て
計
約
８
０

０
人
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
児
か
ら
小
学
校
１
、
２
年
生

に
よ
る
親
子
で
手
を
つ
な
い
で
ゴ
ー
ル

を
目
指
す
１
袰
の
コ
ー
ス
他
、
小
学
校

高
学
年
の
1.5
袰
、
２
袰
、
中
学
生
、
高

校
生
、
一
般
の
３
袰
、
５
袰
、
最
長
10

袰
の
特
設
コ
ー
ス
で
参
加
者
が
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

ゆ
う
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
は
、
健
康
増
進

の
他
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、
参
加
者
の

交
流
も
テ
ー
マ
に
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子

ど
も
た
ち
や
一
般
の
参
加
者
全
員
が
完

走
し
心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
は
、
主
催
者
の
用
意
し
た

豚
汁
と
お
に
ぎ
り
に
舌
鼓
を
打
ち
お
互

い
の
健
闘
を
た
た
え
合
っ
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
通
り
で
す
。

【
睦
沢
ゆ
う
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
】

親
子
マ
ラ
ソ
ン

（
５
歳
〜
小
学
２
年
生
）
１
袰
男
子

漓
阿
部
泰
明
（
睦
沢
）
滷
矢
部
菖
吾

（
茂
原
）
澆
村
杉
登
勝
（
睦
沢
）
潺
川
島

健
太
郎
（
睦
沢
）
潸
堀
越
修
平
（
睦
沢
）

澁
佐
久
間
幸
一
（
茂
原
）

親
子
マ
ラ
ソ
ン

（
５
歳
〜
小
学
２
年
生
）
１
袰
女
子

漓
石
野
美
里
（
岬
）
滷
高
山
華
奈
子

（
茂
原
）
澆
久
我
桃
世
（
睦
沢
）
潺
鵜
澤

小
春
（
睦
沢
）
潸
石
井
由
唯
（
睦
沢
）

澁
平
賀
ゆ
き
（
睦
沢
）

小
学
３
〜
４
年
生
1.5
袰
男
子

漓
江
澤
秀
星
（
茂
原
）
滷
石
野
雅
貴

（
岬
）
澆
畠
山
隆
朗
（
長
柄
）
潺
湯
浅
恵

介
（
睦
沢
）
潸
吉
野
憲
人
（
睦
沢
）
澁

川
崎
智
弘
（
睦
沢
）

小
学
３
〜
４
年
生
1.5
袰
女
子

漓
岡
本
智
子
（
長
柄
）
滷
蓮
尾
安
里
紗

（
茂
原
）
澆
村
杉
美
紀
（
睦
沢
）
澆
石
井

千
晴
（
長
柄
）
潺
伊
丹
恵
美
（
睦
沢
）

潸
鈴
木
千
春
（
睦
沢
）

小
学
５
〜
６
年
生
２
袰
男
子

漓
篠
崎
友
哉
（
白
子
）
滷
北
田
和
也

（
茂
原
）
澆
大
屋
厚
（
岬
）
潺
吉
田
健
人

（
岬
）
潸
鈴
木
俊
介
（
長
柄
）
澁
福
岡
裕

太
（
茂
原
）

小
学
５
〜
６
年
生
２
袰
女
子

漓
野
中
恵
（
白
子
）
滷
山
下
亜
璃
香

（
茂
原
）
澆
北
畠
ゆ
う
な
（
茂
原
）
潺
市

原
歩
（
茂
原
）
潸
細
谷
里
美
（
白
子
）

澁
簾
尾
ち
な
み

中
年
生
３
袰
男
子

漓
伊
藤
健
滋
（
長
柄
）
滷
内
山
幸
也

（
茂
原
）
澆
岡
本
直
也
（
長
柄
）
潺
石
塚

佳
佑
（
長
柄
）
潸
藤
乘
優
治
郎
（
茂
原
）

澁
中
山
博
貴
（
睦
沢
）

中
年
生
３
袰
女
子

漓
宮
澤
彩
（
長
柄
）
滷
岡
本
自
由
（
長

柄
）
澆
小
笠
原
美
幸
美
（
茂
原
）
潺
香

焼
美
里
（
睦
沢
）
潸
古
山
静
香
（
睦
沢
）

澁
渡
辺
陽
香
（
睦
沢
）

一
般
３
袰
30
歳
以
上
女
子

漓
神
林
由
実
子
（
茂
原
）

一
般
３
袰
50
歳
以
上
男
子

漓
奥
村
修
（
茂
原
）

一
般
５
袰
30
歳
未
満
男
子

漓
大
川
修
一
（
一
宮
）
滷
渡
辺
直
毅

（
長
生
）
澆
関
隆
太
（
一
宮
）
潺
長
谷
川

哲
一
（
一
宮
）
潸
関
辰
徳
（
一
宮
）
澁

丸
島
和
親
（
一
宮
）

一
般
５
袰
30
歳
未
満
女
子

漓
滋
野
真
里
（
睦
沢
）
滷
荘
司
希
奈

（
大
原
）
澆
遠
藤
麻
奈
（
茂
原
）
潺
岩
佐

美
穂
（
一
宮
）
潸
吉
田
則
子
（
一
宮
）

澁
浅
野
陽
子
（
一
宮
）

一
般
５
袰
30
歳
以
上
男
子

漓
森
小
世
樹
（
茂
原
）
滷
上
園
忠
則

（
長
生
）
澆
目
良
正
巳
（
茂
原
）
潺
山
下

秀
一
（
茂
原
）
潸
高
橋
（
一
宮
）
澁
野

呂
田
貢
（
一
宮
）

一
般
５
袰
30
歳
以
上
女
子

漓
中
込
と
し
子
（
茂
原
）
滷
星
野
恵
美

子
（
長
生
）
澆
羽
生
信
子
（
睦
沢
）
潺

御
園
生
真
由
美
（
一
宮
）
潸
鳥
山
純
子

（
長
柄
）

一
般
５
袰
50
歳
以
上
男
子

漓
安
倍
秋
男
（
睦
沢
）
滷
榎
本
孝

（
茂
原
）

一
般
５
袰
50
歳
以
上
女
子

漓
石
丸
佐
知
子
（
睦
沢
）

一
般
10
袰
30
歳
未
満
男
子

漓
清
野
法
広
（
茂
原
）
滷
川

崎
正
寿
（
茂
原
）
澆
熊
谷
太

一
郎
（
睦
沢
）
潺
大
久
保
亮

（
茂
原
）
潸
米
倉
康
太
郎
（
茂

原
）
澁
浅
野
真
彦
（
睦
沢
）

一
般
10
袰
30
歳
未
満
女
子

漓
今
関
貴
美
子
（
睦
沢
）

一
般
10
袰
30
歳
以
上
男
子

漓
竹
内
ま
さ
お
（
袖
ヶ
浦
）
滷
阿
部
武

（
茂
原
）
澆
岩
瀬
雅
美
（
茂
原
）
潺
川
口

孝
義
（
茂
原
）
潸
田
中
堅
二
郎
（
長
生
）

澁
岡
田
光
浩
（
睦
沢
）

一
般
10
袰
30
歳
以
上
女
子

漓
片
岡
和
子
（
茂
原
）
滷
石
田
久
恵

（
茂
原
）
澆
加
藤
典
子
（
睦
沢
）

一
般
10
袰
50
歳
以
上
男
子

漓
氏
原
一
憲
（
茂
原
）
滷
鶴
岡
久
志

（
長
柄
）
澆
小
柳
重
（
茂
原
）
潺
近
藤
清

美
（
長
柄
）
潸
寺
田
修
一
（
横
浜
）
澁

横
山
広
（
茂
原
）

一
般
10
袰
50
歳
以
上
女
子

漓
青
柳
き
せ
（
茂
原
）

以
上

当日は、手や足の先の感覚がなくなるほどの寒い日で
した。競技が行われるまでの間は、選手のみなさんも寒
さに耐えていましたが、スタートと同時に寒さはどこか
へ飛んでいったようです。総合運動公園を出る頃には、
みなさん鼻先を赤くしながら、一生懸命走っていました。
競技終了後は、温かい豚汁とおにぎりで体を温め、今年
の反省点や来年に向けての抱負などを語っていました。

身近な情報を 
　　お知らせください。 
　総務課総務係 
　蕁44－2500

身近な情報を 
　　お知らせください。 
　総務課総務係 
　蕁44－2500

白
バ
イ
の
先
導
で
。

表彰式で。

「
走
っ
た
。
走
っ
た
。」

│
第
３
回
睦
沢
ゆ
う
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
開
催
│



笙

曇
り
空
の
下
、
妙
楽
寺
で
大
日
如

来
坐
像
が
ご
開
帳
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
寒
い
中
、
一
目
見
よ
う
と
町

内
外
か
ら
、
多
く
の
方
が
集
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
元
の
み
な
さ
ん
か

ら
甘
酒
が
振
る
舞
わ
れ
、
寺
を
訪
れ

た
人
た
ち
は
心
身
と
も
に
温
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

寺
の
前
で
は
、
お
守
り
や
お
札
な

ど
が
売
ら
れ
、
訪
れ
た
人
の
足
を
止

め
て
い
ま
し
た
。

寺
の
中
で
は
、
読
経
と
と
も
に
護

摩
焚
き
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
い

ろ
い
ろ
な
願
い
や
祈
り
を
大
日
如
来

に
託
し
て
い
ま
し
た
。

春
隣
　
香
り
に
と
け
し
　
角
砂
糖

海
　
保
　
　
　
照

寒
鴉
　
鳴
ひ
て
湯
の
町
　
下
り
ゆ
く

鈴
　
木
　
基
次
郎

男
に
も
　
和
服
の
目
立
つ
　
成
人
日

山
　
本
　
阿
　
以

炭
焼
け
ば
　
炭
が
応
ふ
る
　
温
き
音

津
　
川
　
小
　
汀

寒
鴉
　
真
青
な
空
に
　
声
少
な

野
　
村
　
信
　
子

隣
り
の
子
　
も
う
成
人
式
か
　
吾
も
年

野
　
村
　
善
　
之

駅
館

　

成
人
の
日
の
　
香
に
溢
れ

須
　
田
　
ひ
ろ
し

大
泣
き
の
　
子
の
髪
頬
に
　
春
の
雪

葵
　
か
　
け
　
る

園
児
等
の
　
踊
り
の
熱
演
　
暖
房
に

田
　
　
　
き
わ
子

物
音
を
消
し
　
早
朝
の
　
雪
景
色

田
　
中
　
久
　
子

眠
る
も
よ
し
歩
く
も
よ
し
の
　
寒
鴉

政
　
成
　
一
　
行

ふ
き
味
噌
の
み
ど
り
の
濃
き
て
亡
母
の
味

篠
　
田
　
と
　
み

蕗
の
た
う
　
丸
石
ひ
と
つ
　
戰
神

加
　
籐
　
秀
　
子

食
欲
も
　
魅
力
の
ひ
と
つ
　
新
成
人

小
　
　

い
わ
お

み
な
さ
ん
か
ら
の
投
句
と
身
近
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

小学校３・４年生が使用する
「社会科副読本」のＣＤ化を行い、
千葉県メディアコンクールで“優
良賞”を受賞しました。
社会科の時間、学校の周辺の様
子や地域のくらしの様子などを勉
強するために使用しています。

大
日
如
来
坐
像

ご
開
帳

―
妙
楽
寺
―

え
き
や
か
た

メディアコンクール
コンピュータ部門で優良賞を受賞！
―睦沢町教育振興会

社会科副読本部―

大日如来坐像は木造で、国の重要文化財にも指定されています。

睦沢町郷友会（自衛隊協力会・自衛隊父
兄会）による建国祭が２月11日貂睦沢町農
村環境改善センターで行われました。
厳かな会場内では、橿原神宮遥拝など日

本国の誕生を祝い、その一方でますますの
発展とともに未来の世代に素晴らしい国と
なることを祈りつつ式典が進行しました。
また、式典後の懇親会では来賓の自衛官

の方々と郷友会員間で自衛隊と旧日本軍双
方の構成に談義が及ぶなど和やかな雰囲気
となりました。

建
国
祭
会
場
に
て

◆日本国の誕生日を祝う◆
建国祭（町郷友会・自衛隊協力会・自衛隊父兄会）
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昨
年
12
月
12
日(

木)

、
大
上
区
民

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

久
々
に
あ
っ
た
仲
間
同
士
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
町
保
健
師
に
よ
る

健
康
講
座
や
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
軽

い
体
操
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ

る
余
興
な
ど
参
加
者
全
員
笑
顔
の
絶

え
な
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

日
本
テ
レ
ビ
（
24
時
間
テ
レ
ビ
）

か
ら
、
福
祉
車
両
（
ス
ロ
ー
プ
付
軽

ワ
ゴ
ン
車
）
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
、
車
椅
子
対
応
車
の

必
要
な
町
民
の
方
へ
の
貸
出
し
を
行

な
い
ま
す
。

＊
貸
出
し
条
件
等
は
、
町
社
会
福
祉

協
議
会
事
務
局
・
蕁
44
―
２
５
１

４
ま
で
。

（
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
）

伊
　
藤
　
嘉
　
章

し
あ
わ
せ
号

新
規
採
用

交
流
の
た
め
の
い
こ
い
の
場

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
開
催

町では、乳幼児が医療機関を受診した場合、保険診療でかかった医療費の全部又は一部を助成しています。
現行の制度では、保護者等が医療機関に支払った後、町に領収書など必要書類を提出して助成金を請求す

る「償還払い方式」ですが、平成15年４月から受診の際、受給券と保険証を提示すれば、医療機関の窓口で
一定の自己負担額をお支払いいただくだけで、差額については町と千葉県が負担する「現物給付方式」にな
ります。

乳幼児医療費助成制度が
変わります

乳幼児医療費助成制度が
変わります

匿
　
　
名
　
３
、
０
０
０
円

匿
　
　
名
　
５
、
０
０
０
円

匿
　
　
名
　
３
、
０
０
０
円

匿
　
　
名
　
３
、
０
０
０
円

小
高
陽
徳
　
四
点
杖

温
か
い
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

4月から4月から

（現物給付の制度について）

助成対象者

（１）乳幼児が町に住所を有し、かつ、住民基本台帳又は外国人登録
簿に登録されている者。

（２）通院の場合　０歳から小学校就学前まで
入院の場合　３歳未満・・・・・・・・・日数にかかわらず

３歳以上小学校就学前・・・継続して７日以上
所得制限 なし
自己負担額

（１）通院の場合　１回（200円）
（２）入院の場合　１日（200円）

（非課税世帯は、自己負担なし）
助成申請書

（１）乳幼児医療費助成申請書の提出により受給資格の登録申請をし
ます。

（２）乳幼児医療助成受給券の交付を受けます。

対象となる乳幼児の保護者等には、
すでに申請書を送付済みですので、お
早めに申請をお願いいたします。
なお、申請書が送付されていない方
は、下記まで至急ご連絡ください。

※平成15年３月分までの医療費は、現
在の償還払い方式で助成いたします。

乳幼児医療費助成制度のお問合せは、

福祉衛生課
健康衛生係（農村環境改善センター内）
蕁４４－２５０６

熱心に聴く参加者達

名称は、しあわせ号
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蕁
44
―
０
２
１
１

3月
の休館日

3日豺 
10日豺 
17日豺 
24日豺 
31日豺 

普
段
は
公
民
館
で
仲
間
と
一
緒

に
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
も
参
加
し
、
充
実
し

た
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

カ
ラ
オ
ケ
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
歌
の
好
き
な

方
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

代
　
表

神
崎
　
進

連
絡
先

44
―
０
７
９
２

「
複
式
呼
吸
で
大
き
な
声
を
出
す

こ
と
は
、
下
腹
を
引
き
締
め
肌
に
艶

を
。」「
詩
を
書
き
暗
記
す
る
こ
と
で

脳
の
若
返
り
を
。」

漢
詩
・
和
歌
・
俳
句
を
歌
い
、

希
望
で
や
さ
し
い
詩
舞
も
教
え
ま
す
。

代
　
表

田
嶋
蓉
子

連
絡
先
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教　室・事　業 時　間 日　程

3 33 月の教室と事業 3 月のクラブ行事・その他
時　間団　体　名 活　動　日

ＩＴ講習 09：00 １日貍
ＩＴ講習 09：00
陶芸教室 13：00 ２日豸
四季折々の体験講座「雛祭りと雛菓子づくり」 13：30
家庭教育学級 ４日貂
太巻き寿司教室（２年目の方） 09：00

８日貍
天文教室 19：00
書道教室 09：00
茶道教室 09：00 ９日豸
ペン字教室 13：30
天文教室（予備日） 19：00 15日貍
睦和大学 10：00 19日貉
料理教室 13：30

22日貍
押し花教室 13：30
書道教室 09：00
絵画教室 09：30 23日豸
フラワーアレンジメント教室 13：30
男性料理教室 09：00 26日貉

咲友会（民踊クラブ）１日貍・８日貍・１５日貍 09：00
睦扇会（日舞・新舞踊）１日貍・15日貍 19：00
民謡クラブ ８日貍 11：00
フラワークラブ 19日貉 09：30
詩吟クラブ 13日貅・27日貅 13：30
洋裁クラブ 11日貂・25日貂 09：00
野菊の会（コーラス）５日貉・19日貉 09：30
カラオケクラブ １日貍・８日貍・15日貍 19：00
町碁会 15日貍 13：00
町将棋会 16日豸 09：00
ＩＴ研究会（情報通信）１日貍・15日貍 19：00
成人書道クラブ ２日豸 13：30
写真クラブ ８日貍
草木染め ９日豸 13：30
手編クラブ ８日貍・22日貍 13：30
太巻き寿司クラブ 15日貍 13：30
生け花サークル １日貍・15日貍 18：30
着付けサークル １日貍・22日貍 13：30
ふれあいダンス １日貍・８日貍・15日貍 19：00
フラダンス １日貍・８日貍・15日貍 19：00
社交ダンス ６日貅・13日貅・20日貅・27日貅 13：00
ワヒネ・フラ（フラダンス）７日貊・21日貊 13：00
ペイントHIRO

４日貂・18日貂 09：00
（トールペイント）
アンサンブル・ラメール

12日貉・26日貉 09：00
（室内楽演奏）
友の会（フラダンス）９日(日)・23日(日) 14：00
フォークダンス ５日貉・12日貉・26日貉 13：30
民 踊 クラブ ８日貍・15日貍 14：00
押し花サークル ８日貍 13：30
東扇会（日舞） ５日貉・12日貉・19日貉・26日貉 13：00
琴美会（大正琴） ６日貅・20日貅 10：00
ダンス睦沢 １日貍・８日貍・15日貍・22日貍 13：00
ペン字友の会 ８日貍・22日貍 13：30
資料館友の会読書会 14日貊・28日貊 13：30

作品展『夢ぱれっと』開催

と　き ３月30日豸～４月13日豸
ところ 中央公民館ロビー
睦沢町教育委員会後援により、文化活動の一環と

して紹介するもので、ツル・端材・粘土等を使った
人形や花などの作品展です。
町内在住の長利

お さ り

亨枝
ゆ き え

さん・東條
とうじょう

洋美
ひ ろ み

さんによるも
のです。
みなさんのおいでをお待ちしています。

お知らせ
３月４日貂～９日豸まで

図書整理のため、図書室は使用

できません。ご迷惑をおかけし

ますが、ご協力くださいますよ

うお願いします。

サ
ー
ク
ル
紹
介
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３月の催し物 ３月の催し物 ３月の催し物 
町制施行20周年記念企画展
「庶民の願い・行堂の仏たち」
と　き ２月８日（土）～

３月30日（日）

第７回考古学講座
「長生夷隅の古代」
（譛総南文化財センターが発掘調
査した最近の成果をスライドを
使って語る）
講　師 風間俊人氏（総南文化財

センター主任調査研究員）
と　き ３月15日（土）

午後１時30分

第６回遺跡見学会
「房総風土記の丘と北総の古代」
（県立房総風土記の丘と栄町の遺
跡を公民館バスで見学に行く。要
申込。定員になり次第締め切らせ
ていただきます。）
と　き ３月22日（土）

企画展
「庶民の願い・行堂の仏たちギャ
ラリートーク」滷
（企画を担当した学芸員が展示解
説）
と　き ３月23日（日）午後２時

資料館友の会主催
「体験！古代人」
（古代人の暮らしを体験。会員外
の参加も歓迎）
と　き ３月29日（土）
ところ 中央公民館

１
月
26
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
11

時
、
諏
訪
神
社
（
上
之
郷
）
に
て
。

地
元
の
方
が
参
加
し
、
文
化
財
を
災

害
か
ら
守
る
演
習
で
、
午
前
９
時
に

「
諏
訪
神
社
か
ら
火
が
出
た
」
と
の

想
定
で
消
防
車
が
出
動
し
て
放
水

（
写
真
）。
こ
の
あ
と
境
内
で
消
火
器

の
使
い
方
、
ケ
ガ
の
応
急
処
置
訓
練

も
あ
り
ま
し
た
。

榎
本
武
揚
の
扁
額

「
不
偏
不
党
」滷滷
（
長
楽
寺
）

◯70

に
明
治
と
な
り
、鳥
羽
伏
見
の
戦
い
。

明
治
４
年
、
廃
藩
置
県
。
明
治
10
年
、

西
南
戦
争
。明
治
18
年
、伊
藤
博
文
が

初
代
総
理
大
臣
に
な
っ
た
。
長
州
藩

士
桂
小
五
郎
が
明
治
に
な
っ
て
木
戸

孝
允
、
大
久
保
市
蔵
が
大
久
保
利
通

に
改
名
し
た
よ
う
に
、
増
子
太
郎
左

衛
門
は
増
子
永
人
と
改
名
し
て
い
た
。

増
子
は
激
動
の
時
代
を
同
志
と
と

も
に
命
を
削
り
国
事
に
奔
走
し
な
が

ら
生
き
抜
き
、
新
政
府
の
一
員
と
し

て
明
治
19
年
３
月
ま
で
宮
内
省
に
出

仕
し
た
。
以
後
、
千
葉
県
に
赴
任
し
、

明
治
19
年
４
月
か
ら
27
年
４
月
ま
で

長
生
郡
長
と
し
て
勤
務
し
た
。
明
治

11
年
に
郡
長
制
が
発
足
し
て
大
正
15

年
６
月
に
廃
止
す
る
ま
で
、
歴
代
長

生
郡
長
17
名
の
う
ち
増
子
郡
長
の
任

期
が
一
番
長
か
っ
た
。
こ
の
増
子
永

人
が
土
睦
村
川
島
に
来
村
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
（
続
く
）」

（
資
料
館
学
芸
員
・
久
野
一
郎
）

21
世
紀
へ
の
遺
産

江
沢
家
で

榎
本
武
揚
の

扁
額
を
見
せ

て
い
た
だ
い

て
何
日
か
し

て
、
当
主
の

母
親
の
き
ぬ

さ
ん
か
ら
こ

の
「
不
偏
不

党
」
扁
額
の

エ
ピ
ソ
ー
ド

に
つ
い
て
の
手
記
が
寄
せ
ら
れ
た
。

以
下
、
紹
介
す
る
。

「
万
延
元
年（
１
８
６
０
年
）３
月

３
日
、
場
所
は
江
戸
城
近
く
の
桜
田

門
外
。
折
か
ら
降
り
し
き
る
雪
の
な

か
で
、
時
の
大
老
井
伊
直
弼
は
蓑
笠

着
け
た
水
戸
藩
浪
士
18
名
の
襲
撃
に

遭
遇
し
暗
殺
さ
れ
た
。
こ
の
18
名
の

中
に
増
子
太
郎
左
衛
門
と
い
う
人
が

い
た
。
事
件
か
ら
６
年
後
に
長
州
征

伐
。
翌
年
、
大
政
奉
還
。
そ
の
翌
年

（
お
願
い
）

天
神
様
や
天
神
講
に
つ
い
て
情
報
を
く
だ
さ
い

今
年
秋
、
特
別
展
で
天
神
様
や
天
神
講
の
展
示
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
お
近
く
の
天
神
様
や
天
神
講
に
つ
い
て
の
情
報
が
あ
り
ま
し

た
ら
資
料
館
（
蕁
44
―
０
２
９
０
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

蜻からす天狗立像
（妙楽寺所有／
当館寄託）

１
月
25
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分

か
ら
、
睦
沢
ゆ
う
あ
い
館
に
て
。
講

師
は
、
な
ん
で
も
鑑
定
団
で
お
な
じ

み
の
石
井
久
吾
氏
。
ご
自
身
の
美
術

品
と
の
出
会
い
か
ら
始
ま
り
、
最
後

に
は
皿
や
掛
軸
な
ど
で
見
方
を
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
資
料
館
友

の
会
と
共
催
。

睦
沢
町
文
化
財
防
火
デ
ー

開
館
20
周
年
記
念

歴
史
講
演
会

「
日
本
美
術
の
見
方
」
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２
月
１
日
（
土
）
上
総
一
ノ
宮
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
根
本
光
男
会
長
）

か
ら
青
少
年
健
全
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
睦
沢
町
体
育
協
会

ゴ
ル
フ
部
が
主
に
行
っ
て
い
る
「
み

ん
な
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
講
座
ゴ

ル
フ
編
」
に
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
Jr
）

セ
ッ
ト
を
５
セ
ッ
ト
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
部
の
市
原
三

夫
会
長
は
「
大
切
な
も
の
を
頂
い
た

の
で
み
ん
な
で
大
事
に
使
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。」
と
ク
ラ
ブ
員
に
話
し

ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
セ
ッ
ト
を

寄
贈
邇

〜
上
総
一
ノ
宮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
〜

平
成
14
年
12
月
１
日
に
大
網
白
里

町
柔
剣
道
場
に
て
、
わ
か
し
お
少
年

柔
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学

生
３
〜
４
年
軽
量
級
個
人
の
部
に
18

名
が
参
加
し
、
睦
沢
少
年
柔
道
ク
ラ

ブ
の
中
尾
光
君
が
、
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。
他
の
ク
ラ
ブ
員
も
準
決
勝

の
手
前
で
敗
退
し
ま
し
た
が
、
睦
沢

少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
の
強
さ
を
充
分
に

見
せ
た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

蕁
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月のクラブ等定期練習日   3日豺、10日豺、17日豺、24日豺 
31日豺 

3月の休館日 

月の教室  

ソフトボールクラブ

日曜日
9:00 ソフトテニスクラブ（第２、４）

海洋クラブ
10:00 睦沢テニスクラブ（硬式）

10:00
エアロジムクラブ（柔道場）
卓球クラブ

13:30 太極拳（剣道場）
少年柔道クラブ

火曜日
18:00

アウレッツ（ミニバス）
18:45 練心会（少年剣道クラブ）
19:30 鳴子会
20:00 睦沢アウルス（バスケット）
20:30 剣友会（剣道）

10:00
エアロビクス友の会

水曜日
わかば会（ソフトテニス）

13:00 太極拳（剣道場）
19:00 フットサル（室内サッカー）

10:00 ひまわりクラブ
10:00 わかば会（ソフトテニス）

木曜日
18:00 アウレッツ（ミニバス）
18:45 練心会（少年剣道クラブ）

青翔クラブ（バスケット）
20:00 剣友会

青年バレー（睦沢中）
わかば会（ソフトテニス）

金曜日
10:00 エアロジムクラブ（柔道場）

エアロビクス友の会（剣道場）
19:30 バドミントンクラブ

アウレッツ（ミニバス）
18:00

少年柔道クラブ
18:45 練心会（少年剣道クラブ）

土曜日 みなの会（女性バレー）

20:00
バレー愛好会
剣友会
エアロビクス友の会

10：00

17：00

18：00

18：00

09：00
10：00

卓 球 教 室

軽スポーツ教室小１

軽スポーツ教室小２

軽スポーツ教室小３

幼児リズム運動教室
乳幼児親子運動教室

19：30
13：30

10：00

09：00

7日貊、21日貊
13日貅
2日豸、16日豸
トレーニングルーム
16日豸
種目：ドッヂボール
※詳しいことについては、総
合運動公園まで

エアロビクス教室
いきいき教室
トレーニング講座
（一般）

みんなで楽しめる
スポーツ講座

33

33
9日豸、16日豸、23日豸、30豸
6日貅、８日貍、
合同練習、15日貍発表会
7日貊、８日貍、
合同練習、15日貍発表会
5日貉、８日貍、
合同練習、15日貍発表会
1日貍、8日貍合同練習、15日貍発表会
8日貍、合同練習、15日貍発表会

睦
沢
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

大
活
躍
邇

―
大
網
白
里
町
長
杯
争
奪

わ
か
し
お
少
年
柔
道
大
会
―

賞
状
と
メ
ダ
ル
と
一
緒
に
。

中
尾
　
光
君

柔
道
ク
ラ
ブ
で
は
、
元
気
な

小
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
と
土
曜
日
の
午
後

６
時
よ
り
町
総
合
運
動
公
園
で

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

３月18日～21日まで町制施行20周年事業のため
施設が使用できませんのでご了承ください。おしらせ
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教えて！教えて！  教えて！

４月から
国民健康保険被保険者証が

更新になります

ななちゃん

まだ間に合います
あなたの年金

Ｑ 私は、もうすぐ60歳になりますが、若い
頃、国民年金保険料を納めてない期間があり、
年金を受けるのに４年ほど期間が不足してい
ます。何とかならないでしょうか。

Ａ 国民年金の加入期間は通常、20歳から60
歳になるまでですが、希望すれば65歳まで加
入することができます（任意加入）。あなたも
４年間任意加入をして保険料を納めれば、年
金を受けられるようになります。
その他、年金を受ける資格はあるものの、

以前に保険料を納めていない期間や免除を受
けた期間があって満額の年金を受けられない
方も、任意加入をすることにより年金額を増
やすことができます。
ただし、厚生年金や共済年金に加入中の方、

老齢基礎年金を繰り上げて受けている方は加
入できません。
加入の手続きは役場住民課保険年金係の窓

口で。
☆70歳までの特例
65歳になっても年数不足で年金が受けられ

ないときは、70歳まで加入できる特例があり
ます。
昭和30年４月１日以前に生まれた方が対象

で、年金の受給資格期間を満たすまで加入で
きます。

平成15年４月１日から国民健康保険の被保険
者証が変わります。

旧　　　　　　新
一般被保険者用　レモン色蜚浅黄色（うすみどり色）
退職被保険者用　うすい藤色蜚クリーム色
新しい被保険者証は、各世帯に３月末に郵送い

たしますのでご確認ください。
なお、古い被保険者証は４月以降は使用できま

せん。受領証と古い被保険者証は、同封の返信用
封筒で役場住民課あてに返送してください。
問い合わせ先

役場住民課保険年金係　蕁44－2503

●一般家庭で不要となった品物を無料で「ゆずります」

「ゆずってください」の情報をお待ちしています。

●不要品を提供していただける方、不要品希望者とも町

にお申し込みください。

申し込み・問い合わせ

役場環境課（庁舎２階）
蕁　 44─2515
FAX 44─1729

今回はありません。 学習机　　　２台

出張年金相談
と　き ３月６日貅

午前10時～午後３時
ところ 茂原市役所１階101会議室
問い合わせ

千葉社会保険事務所
蕁043－242－6324
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く
ら
し
の
情
報
ペ
ー
ジ

く
ら
し

相談への対応

１．相談員は、本会の常勤相談委

員及び民間委嘱の暴力相談委員

をその都度派遣し、必要により

所管警察署署員の協力を要請し

ます。

２．相談対応は、懇切を旨とし、

相談者の立場になって納得のい

くよう指導・助言をします。秘

密は守ります。

３．相談内容によっては、警察当

局への通報、相談者の希望によ

り弁護士の紹介、本会事務局に

よる訴訟費用の無利子貸付け、

保護機器の貸出し、その他指

導等の措置をします。

お問い合せ先

千葉市中央区中央４－13－７

千葉県酒造会館内

財団法人

千葉県暴力団追放県民会議事務局

蕁043－2 5 4 － 8 9 3 0
（ツイニゴヨーヤクザゼロ）

薔0120－0 8 9 3 5 4
（オーヤクザゴヨー）

生活排水などの汚水を処理する

施設（現在、汚水処理施設の主な

ものは、公共下水道や農業集落排

水施設、合併処理浄化槽がある。）

は、基本的には、すべての地域でそ

の整備が求められています。

町では、最適な汚水処理施設を

選定し、これら各種汚水処理施設

による整備区域、整備手法などか

らなる総合的な構想を作成し、今

後の汚水処理施設の整備をより効

率的・効果的に実施するため、

「町汚水適正処理構想」の見直し

を進めています。

この見直しにあたり、町民の皆

さんからのご意見をいただき、構

想の作成を進めてゆきますので、

ご意見をお聞かせください。

構想の素案など詳細は、役場環

境課にお問い合わせください。

お問い合わせ先

環境課　蕁44―2515（直通）

メールアドレス

shuhai@town.mutsuzawa.chiba.jp

財団法人千葉県暴力団追放県民会議事務局では移動暴力相談所を次の
日程で開設します。

「町汚水適正処理構想」の
見直しにご意見を

平成15年度　移動暴力相談所の開設計画

２月２日豸９時から11時30分
まで上之郷・大上区共同による
ごみ拾いを行いました。
当日は、曇り空の寒い中地区

より約70名の参加者があり、可

燃ゴミ・粗大ゴミ・不燃ゴミな
ど1380裴のゴミを拾うことが出
来ました。皆さんご協力ありが
とうございました。

上之郷区長・大上区長

女
ヶ
堰
をき

れ
い
に

女
ヶ
堰
をき

れ
い
に

千葉県議会議員選挙
千葉県議会議員一般選挙が予定

されています。棄権せずに必ず投
票しましょう。

と　き ４月13日（日）予定
午前７時～午後８時

問い合わせ

町選挙管理委員会
蕁44－2500

開　　　設　　　日 開 催 場 所 所　　　在　　　地
４月16日貉 安 房 支 庁 館山市北条402─１
５月14日貉 印 旛 支 庁 佐倉市鏑木仲田町８─１
５月28日貉 香 取 支 庁 佐原市北３─１─３
６月11日貉 海 匝 支 庁 旭市ニ1997─１
７月 ９日貉 山 武 支 庁 東金市東新宿１─１─11
８月 ６日貉 長 生 支 庁 茂原市茂原1102─２
９月10日貉 東葛飾支庁 松戸市小根本７
10月 ８日貉 安 房 支 庁 館山市北条402─１
10月22日貉 印 旛 支 庁 佐倉市鏑木仲田町８─１
11月12日貉 香 取 支 庁 佐原市北３─１─３
12月 ３日貉 海 匝 支 庁 旭市ニ1997─１

平成16年１月21日貉 山 武 支 庁 東金市東新宿１─１─11
平成16年２月18日貉 長 生 支 庁 茂原市茂原1102─２
平成16年３月10日貉 東葛飾支庁 松戸市小根本７

相談所の開設日時・場所（開設時間はいずれも午前10時から午後４時まで）
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節電のお願い
－東京電力－

当社原子力発電所の不祥事につき
ましては、皆様に多大なるご迷惑を
おかけいたしましたことを心からお
詫び申し上げます。
現在、原子力発電所を順次停止し
ての点検を実施しているため、非常
に厳しい寒さの場合などには、電力
需要をまかなえなくなる可能性も出
てまいります。
このような事態を招いた責任は当
社にあり、まことに申し上げにくい
ことではございますが、暖房温度の
低め設定、不要照明の消灯、機器の
スイッチをこまめにお切りいただく
等の節電にご協力をお願いいたしま
す。
東京電力（株）茂原営業センター

問い合わせ先

千葉カスタマーセンター
蕁 0120－995－552

蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾
蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾
蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾
蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾
蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾蟾

平成15年度

「内閣府青年国際交流事業」参加者の募集
内閣府が行う青年国際交流事業

は、日本と世界各国の青年の交流
を通し、相互理解と友好を深め、
広い国際的視野と国際協力の精神
を養う機会を提供しています。
募集内容

①航空機による派遣
・国際交流育成交流
・日中、日韓青年親善交流
②船舶による派遣
・世界青年の船
・東南アジア青年の船

資　格

18歳～30歳までの男女
要　件

交流活動を円滑に行える一般教
養・英語力がある者
募集期間

３月３日（月）～28日（金）
県選考会　４月17日（木）

応募及び問い合わせ先

県庁県民生活課
蕁 043－223－2330

納税者の方々からの「国税庁ホームページで作成した所得税の確定申告書をそのまま税務署に提出できるよ
うに」という声にお応えし、国税庁ホームページの「計算シミュレートコーナー」を「所得税の確定申告書作
成コーナー」に改め、ここで作成した申告書は税務署に提出できるようになりました。
なお、「所得税の確定申告書作成コーナー」は、東京国税局ホームページからもご利用いただけます。

国税庁ホームページのアドレスは、http://www.nta.go.jp

東京国税局ホームページのアドレスは、http://www.tokyo.nta.go.jp

所得税の確定申告書作成コーナーのポイント

① 利用できる方
○Ａ様式及びＢ様式を利用される方
なお、分離課税や給与所得者の特定支出控除を受けられる方など、申告内容によっては利用できない場合

があります。
② 主な機能
○対話型の入力や申告書様式の金額欄への直接入力による申告書作成
○給与所得のみで医療費控除を受けられる方など利用される方が多いと思われるケースについての専用メニュー
○税務署提出用、住民税用及び本人控用申告書の出力
○問い合わせについてお答えするための掲示板（Ｑ＆Ａ）など、納税者の方に利用しやすいようにしています。

利用するときのポイント

申告書を正しく出力していただくために、次のことを行っていただ
く必要があります。
○カラープリンタの使用
○プリンタの設定の確認（画面の指示にしたがって確認）
○印刷後に正しく印刷できたかの確認（画面の指示にしたがって確認）
○印刷する紙は、Ａ４サイズの普通紙（ＰＰＣ用紙又はＯＡ共用紙）
を使用してください（インクジェット専用紙は使用しないでくだ
さい）。
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●インフォメーション●

相 　 談  

ゴミの収集日

☆１コース

燃えないゴミ…３月11日（火）

資源ゴミ…３月18日（火）

粗大ゴミ…３月25日（火）

☆２コース

粗大ゴミ…３月６日（木）

資源ゴミ…３月13日（木）

燃えないゴミ…３月20日（木）

※燃えるゴミの収集日は、月・

水・金曜日です。

●行政相談

と　き ３月12日（水）

午前９時～午後３時

ところ 農村環境改善センター

●人権相談

と　き ３月12日（水）

午前９時～午後３時

ところ 農村環境改善センター

●心配ごと相談

と　き ３月４日（火）、11日（火）、

18日（火）、25日（火）

午後１時～４時

ところ 農村環境改善センター

《お知らせ》

毎週火曜日に行っていた心配ご

と相談が、４月から毎月第２火曜

日のみとなります。

●健康栄養相談・
介護家族健康相談

健康や食生活に関する相談です。

また、介護している家族の方の相

談にも応じます。

内　容 血圧測定、体脂肪測定、

健康指導、食事指導など

と　き ３月18日（火）

午前10時～11時30分

ところ 農村環境改善センター

亡くなった人 年齢 区　名 月日

弔 おくやみ申し上げます

松闢 利夫 93 佐　貫 12/31

久我　まつ 89 北山田 １/１

野口　　清 66 妙楽寺 １/１

糸井　さわ 94 長楽寺 １/３

長谷川ゑつ 87 岩　井 １/10

二野宮憲次 87 佐　貫 １/11

鵜澤　守正 86 上市場 １/12

中村　一義 75 下之郷 １/20

小原　信夫 90 下之郷 １/23

小闍 朝 76 下之郷 １/24

植松　よし 71 川　島 １/24

古山　なつ 90 上之郷 １/29

米倉　さわ 96 大谷木 １/30

時田喜久男 70 川　島 １/30

●法律相談

と　き ３月17日（月）（要予約）

午前10時～正午

申し込み・問い合わせ

役場総務課　蕁44－2500

○長生地域県民センターでは、民事に

ついての法律相談を行います。弁

護士担当。無料。14日（金）午前９

時から電話で予約を受け付けます。

と　き ３月20日（木）

午後１時～４時

申し込み・問い合わせ

長生地域県民センター（長生支

庁内）蕁25－7830

上之郷 中　村　　雄　太
道　代

北山田 重　村　　和　也
由　佳

市原雅之
萌々香 寺　崎 1／9

知可子　　　　　　　　　　　　　

結
婚

末長くお幸せに

区　　名 氏　　　名

ももか

久我智洋
虹星 北山田 1／13

彩香　　　　　　　　　　　　　

中村　剛
麻維 上市場 1／14

昌子　　　　　　　　　　　　　

親の名 子の名 区　名 月日

誕
生

おめでとうございます

ななせ

まい

睦沢町の人口と世帯
２月１日現在　（ ）は前月比

人　口 8 , 1 9 9 人（－ 2 0 人）

男 4 , 0 1 4 人（－ 1 2 人）

女 4 , 1 8 5 人 （－ 8人）

世帯数 2 , 4 8 6 戸 （－ 2戸）

く ら し  
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「かゆ～い」という声とともにく
しゃみが飛びかう中、外はうららか
に晴れわたり、春がやってきました。
広報も来月号からリニューアル。み
なさんに楽しく読んでいただけるよ
う今から模索しています。今年の広
報コンクールでは奨励賞をいただき
ました。これもみなさんのご協力あ
っていただけたものです。来年度は、
さらに上を目指してがんばっていき
ますので、ご指導ご鞭撻宜しくお願
いします。 （Ａ.Ｗ）

エネルギー（１人分）136kcal

材料（８人分）

粉寒天 …………………２袋

水 …………………４カップ

はちみつ……………大さじ６

牛乳……………………400裨

スキムミルク ………大さじ12

練り黒ごま …………大さじ2

エ 簡単でおいしい!!

プロンママさん

３・２ 鵜沢外科内科クリニック 34－2496 菅 原 病 院 25－1171 清 水 医 院 42－2950

月　日
茂　　原　　地　　区

一　宮　地　区
内　　科　　系 外　　科　　系

９ 大 塚 内 科 23－6121 君 塚 病 院 25－1811 長生村国保診療所 32－3303

16 鵜 澤 医 院 34－2008 鎗田整形外科医院 24－8686 内 山 医 院 42－2062

23 長生内科神経内科医院 24－7752 茂原機能クリニック 25－7755 よねもと整形外科 40－1065

21 にしざわ内科 20－3777 山之内病院 25－1131 長生八積医院 32－3282

30 志 鎌 医 院 22－5105 森 川 病 院 25－2510 津谷クリニック 32－5645

（診療時間　午前9時～午後5時まで）
（※変更になる場合があります）

診療科目 内科・小児科　　診療時間 午後８時～11時まで

茂原市八千代１－５－４（消防署裏） 蕁24－１０１１

夜間急病診療テレフォン案内　蕁24－１０１１　午後７時～翌午前６時まで

夜　間
急　病
診療所

● 作り方 ●

① 鍋に水４カップを入れて火に

かけ、寒天を煮溶かす。はちみ

つを加える。

② スキムミルクを牛乳で溶き、

鍋に加え、沸騰直前まで火にか

ける。

③ ②を濾して、練りごまを加

えてよくかき混ぜる。粗熱を

とり、冷蔵庫で冷やし固める。

カルシウムたっぷりのデザートです。
どうぞお試しください。

にこやか
教室

ークリスマス会
にてー
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